
 

 

 １０月になり、朝晩はすっかり肌寒くなってきました。季節の変わり目のせい

か、体調を崩す人が多くなっています。衣服での体温調整、十分な休養、栄養バラ

ンスの良い食事を心がけて、体調不良を予防しましょう。 

目の健康について考える １０月には「目の愛護デー」があります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼科の定期受診、していますか？ 

１学期の視力検査の際、度数のあっていないコンタクトレンズを使用している人がいました。ネット

の普及により、検査をしなくても通信販売等で簡単にコンタクトレンズを購入することができるように

なりましたが、度数や目のカーブがあっていないレンズの使用、目に異常があ

るのに装着してしまっている等が原因で、失明につながる眼障害を引き起こす

危険性があります。定期検診を受けることによりコンタクトレンズによる眼障

害を予防し、常に適切な度数のコンタクトレンズが使えます。視力の悪化は学

力の低下につながることもあります。黒板が見えにくくなったときには、早め

に眼科を受診しましょう。 
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さまざまな場面でお世話になる「薬」ですが、みなさんは

正しく使えているでしょうか。この機会に考えてみましょう。 

＊おおぐろ中では、９月１１日に２年生対象の薬物乱用防止教室

を開催しました！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒暖差による体調不良に注意！ 

 最近、保健室は体調不良による来室が増えています。熱がないのに、体がだるい、頭痛が続いてい

る、くしゃみや鼻水がでる…という症状がある人は、寒暖差による体調不良かも

しれません。体の機能をコントロールしてくれる「自律神経」が、急な温度変化

でうまく働かなくなってしまうことが原因で起こります。服装での温度差対策や

規則正しい生活を心がけ、自律神経を整えると、症状を和らげることができま

す。過ごしやすい秋の季節、体調も整えて元気に過ごしましょう。 

薬はリスクをあわせ持つものです 

 病気やけがを治すのに役立つ薬ですが、体

によくない影響が起こることもあります。そ

れを、“副作用”といいます。副作用は、ア

レルギー反応を起こしたり、体調が悪くなっ

たり、眠くなってしまったりと様々です。副

作用は、必ず起こるものではありませんが、

薬にはリスクがあることをしっかりと理解し

て使用することが大切です。体質や症状に合

った薬を使用するためにも、医師から処方を

受けるようにしてください。 

解熱剤は最終手段 

 発熱の際、解熱剤を使用するときには十分な注意が

必要です。病気を悪化させてしまう危険性もあるた

め、使用する場合には医師からの処方を受けて服用す

るようにしてください。解熱剤は最終手段です。首や

わきの下を冷やしても眠れないほどの苦痛の場合に、

使用するようにしましょう。 

保健室で薬は渡せません！ 

保健室に頭痛薬や鎮痛薬をもらいに来る生徒がいま

すが、保健室で薬を渡すことはできません。内服薬は

もちろん、湿布薬も人によって合うものが違います。

自分に合ったものを持参するようにしてください。 


